
道路資本の市町村別ストック推計に関する
研究開発

１．研究の背景・目的
市町村単位での社会資本のストック額推計データの欠如

道路を対象としたストック額推計の方法論の開発と

その利活用策の一つとして経済分析・評価を提示

２．研究の概要

茨城県を対象として

Ⅲ．推計されたデータを利用した
道路投資の経済分析

Ⅰ．道路資本ストック額の推計手法の開発と
それに基づく額推計
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• BY法を用いた推計手法の開発

• PS法を用いた推計手法の開発

• 空間的応用一般均衡（SCGE)モデルの開発

• 補完的適用
法の開発



道路投資の経済分析 【責任者：小池】

• データ加工：価値総合研究所
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• 維持管理・更新の実態を踏まえた
資産評価法の開発

• ストック推計法の開発

• データ保管状況に関する実態調査

• 県・市における各種資料収集

• 経済分析関連データの収集・加工
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ストック額推計データ 分析上のニーズ

日本高速道路保有・債務返済機構
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道路ストック額推計方法の開発 【責任者：堤】

３．実施体制



平成24年度（済み） 平成25年度 平成26年度

所轄する行政組織ごとの道路情報ク管理の実態調査 BY法とPS法のハイブリット型
推計手法の開発

推計手法の精緻化

道路投資の経済分析

道路投資の効果分析

推計データ
の公開

４．研究計画

BY法によるストック額推計

PS法によるストック額推計方法の開発

SCGEモデルの開発

SCGEモデルの適用

推計手法の適用

推計手法の設計

道路の劣化・維持管理の状況と資産額の関係分析

維持管理の実態調査

大規模災害時の被害分析

推計手法の改良・簡便化

推計手法の適用

同手法の適用



５．期待される具体的な成果

Ⅰ．市町村別
ストック推計額

Ⅱ．道路投資の
経済分析


